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令和６年度 一般会計予算の構成図
歳入内訳 歳出性質別内訳

『参考：一般会計予算比較グラフ』

歳出総額

7,842,000
（単位：千円）

諸収入
202,414
（2.5％）

9,000,000

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

(千円)

人件費
1,130,195
（14.4％）

物件費
1,685,948
（21.5％）

補助費等
1,407,925
（18％）

扶助費
1,026,047
（13.1％）公債費

580,892
（7.4％）

繰出金
679,768
（8.7％）

普通建設事業費
826,602
（10.5％）

自主
財源
（41.3%）

依存
財源
（58.7%）

積立金
災害復旧費
維持補修費
貸付金
投資および出資金
予備費

401,356（5.1％）
4,000（0.1％）
1,800（0％）
3,500（0％）

83,967（1.1％）
10,000（0.1％）

Ｒ
6

Ｒ
5

Ｒ
4

Ｒ
3

Ｒ
2

Ｒ
元

Ｈ
30

Ｈ
29

Ｈ
28

Ｈ
27

町税
2,028,475
（25.9％）

使用料および手数料
繰入金
財産収入
繰越金
寄付金
分担金および負担金

123,16（1.6％）
525,24（6.7％）
29,630（0.4％）
10,000（0.1％）
304,10（3.9％）
11,828（0.2％）

地方交付税
2,140,000（27.3％）

県支出金
623,998
（8％）

国庫支出金
930,648
（11.9％）

町債
415,700
（5.3％）

歳出款別内訳

議会費
88,187（1.1％）

総務費
1,160,025
（14.8％）

民生費
2,613,505
（33.3％）

衛生費
839,054
（10.7％）農林水産費

248,141
（3.2％）

土木費
705,562
（9％）

消防費
241,954
（3.1％）

教育費
1,049,076
（13.4％）

公債費
580,892
（7.4％）

商工費
災害復旧費
予備費

300,504（3.8％）
5,100（0.1％）
10,000（0.1％）

歳入総額

5,790,000
（単位：千円）

(年度)

地方消費税交付金
340,000（4.3％）

地方譲与税
76,190（1.0％）

ゴルフ場利用税交付金
10,000（0.1％）

環境性能割交付金
8,415（0.1％）

地方特例交付金
20,000（0.2％）

配当割交付金
12,000（0.2％）

利子割交付金
1,000（0.0％）

交通安全対策特別交付金
1,200（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金
8,000（0.1％）

法人事業税交付金
20,000（0.2％）

歳入総額

7,842,000
（単位：千円）

歳出総額

7,842,000
（単位：千円）

令和６年度　　一般会計の主な内容
事　業　名

土砂災害洪水ハザードマップ作成事業
住宅防災対策事業
地域公共交通確保維持改善事業
くちくまのコミュニティバス運行事業
生馬財産区議会議員選挙費
社会福祉協議会補助事業
障害福祉事業
子どものための教育・保育給付費負担金
子ども医療費
くまのの森こども園改修事業
はるかぜ保育所改修事業
重度心身障害児（者）医療費
紀南病院、富田川衛生施設組合負担金
保健センター改修事業
出産・子育て応援交付金事業
各種検診事業
各種予防接種事業
可燃ごみ焼却処分委託事業
鳥獣害対策事業
中山間地域等直接支払事業
農業人材力強化総合支援事業
地域資源観光促進事業
スポーツセンター改修事業
町道維持補修事業
道路メンテナンス事業
防災・安全交付金事業
地籍調査事業
上富田分署改修事業
消防用車両購入事業
外国語指導助手事業
屋内運動場空調設備設置事業
海外研修事業
学校給食運営事業
南紀の台公民館建設事業
朝来コミュニティセンター改修事業
文化会館自主事業
長期債償還金
長期債利子

事業費

9,000
12,620
10,681
20,650
2,584
15,000
651,772
345,007
64,789
40,250
15,000
59,272
161,316
10,700
22,500
21,045
53,329
117,118
5,206
13,041
10,750
9,800

130,000
30,000
71,000
42,000
233,441
7,300
23,200
14,109
10,000
8,327
182,919
338,975
30,500
4,575

554,234
24,158

（単位：千円）

令和６年度 特別会計予算
会　　計　　名

国民健康保険事業

介護保険

後期高齢者医療

朝来財産区

予　算　額

1,949,035

1,697,092

371,280

11,590

会　　計　　名

宅地造成事業 

奨学事業 

水道事業 

下水道事業 

予　算　額

49,442

5,443

893,976

703,824

（単位：千円）

・詳細については告示していますのでご覧ください。（告示場所は上富田町役場、生馬・岩田・市ノ瀬の各出張所の掲示板です。）

区　　分

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

公　債　費

一般会計予算決まる
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一般会計予算決まる
　
令
和
６
年
度
の
町
の
方
針
を

決
め
る
３
月
定
例
議
会
が
、
２

月
29
日
か
ら
開
会
さ
れ
、
一
般

会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
な

ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
主
な
事
業
と

し
て
、
な
の
は
な
保
育
所
の
民

営
化
に
伴
い
、
は
る
か
ぜ
保
育

所
と
、
く
ま
の
の
森
こ
ど
も
園

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
の
屋
内
運
動
場
に
空
調
設

備
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
南
紀
の
台
公
民
館
建

設
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

度
に
建
物
の
設
計
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
で
は
建
物
の

建
築
を
行
い
ま
す
。

　
上
富
田
町
で
は
、
第
５
次
総

合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

『
明
る
く
豊
か
で
元
気
な
ひ
と

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
』
の
実

現
の
た
め
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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▽
保
育
士
／
堂
垣
瑠
奈
・
野

口
春
香
・
大
浦
菫
・
中
野
由

凪
・
北
岡
麻
由
（
な
の
は
な

保
育
所
保
育
士
）

◆
長
寿
課

▽
主
幹
／
坂
本
路
子
（
福
祉

課
保
健
セ
ン
タ
ー
班
班
長
）

▽
主
任
／
岡
本
梓
（
長
寿
課

主
査
）
昇
格

▽
主
事
／
中
西
未
来
（
教
育

委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
班

主
事
）

◆
建
設
課

▽
課
長
／
谷
本
和
久
（
建
設

課
副
課
長
）
昇
格

▽
副
課
長
・
検
査
員
兼
任
／

樫
本
貴
寿
（
上
下
水
道
課
工

務
班
班
長
）
昇
格

【
建
設
班
】

▽
主
査
／
山
﨑
雅
也
（
総
務

課
付
主
査
）

◆
上
下
水
道
課

【
業
務
班
】

▽
主
任
／
岩
本
泉
（
税
務
課

課
税
班
主
任
）

【
工
務
班
】

▽
班
長
／
木
村
弘
行
（
税
務

課
収
納
班
班
長
）

▽
主
査
／
榎
本
将
斗
（
建
設

課
建
設
班
主
査
）

◆
会
計
課

▽
主
査
／
宮
山
詩
歩
（
総
務

課
財
政
・
管
財
班
主
査
）

◆
議
会
事
務
局

▽
主
幹
／
山
根
愛
（
福
祉
課

子
育
て
支
援
班
主
任
）
昇
格

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
事
務
局
長
／
瀬
田
和
哉

（
住
民
課
課
長
）

▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

／
芦
口
正
史
（
住
民
課
副
課

長
）

【
学
校
教
育
班
】

▽
主
査
／
左
向
由
弥
（
住
民

課
住
民
・
環
境
班
主
査
）

【
社
会
教
育
班
】

▽
主
事
／
長
尾
侑
紀
登
（
住

民
課
保
険
班
主
事
）

〇
和
歌
山
県
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
金
回
収
管
理
組
合
へ
派

遣▽
玉
置
真
明
（
税
務
課
課
税

班
主
査
）

○
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

・
梶
原
伊
織
／
総
務
課
財
政
・

管
財
班
主
事

・
木
村
優
斗
／
振
興
課
企
画
・

商
工
観
光
班
主
事

・
大
黒
寿
珠
／
教
育
委
員
会
事

務
局
社
会
教
育
班
主
事

 ( )

内
は
前
職

※
兼
務
等
を
解
く
異
動
は
省
略

　
し
て
い
ま
す
。

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
保
育
士
／
藤
内
拓
真 
（
な

の
は
な
保
育
所
保
育
士)

〇
異
動
（
４
月
１
日
付
）

◆
総
務
課

【
庶
務
・
危
機
管
理
班
】

▽
主
事
／
晄
真
彩
（
振
興
課

農
林
水
産
班
主
事
）

【
財
政
・
管
財
班
】

▽
主
幹
・
大
谷
総
合
セ
ン

タ
ー
館
長
兼
任
／
栗
田
信
孝

（
建
設
課
課
長
）

▽
主
任
／
佐
々
木
洋
介
（
上

下
水
道
課
業
務
班
主
任
）

◆
振
興
課

【
企
画
・
商
工
観
光
班
】

▽
主
査
／
小
倉
有
紀
（
税
務

課
課
税
班
主
査
）

【
農
林
水
産
班
】

▽
主
事
／
山
本
美
穂
（
会
計

課
主
事
）

◆
税
務
課

▽
副
課
長
／
小
倉
一
仁
（
議

会
事
務
局
副
局
長
）

【
課
税
班
】

▽
主
任
／
森
下
雄
平
（
総
務

課
庶
務
・
危
機
管
理
班
主
任
）

▽
主
査
／
藤
江
康
輝
（
教
育

委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
班

主
査
）

▽
主
事
／
岡
本
幸
大
（
振
興

課
企
画
・
商
工
観
光
班
主
事
）

◆
住
民
課

▽
課
長
／
三
浦
誠
（
教
育
委

員
会
事
務
局
事
務
局
長
）

▽
副
課
長
／
笠
松
由
希
（
教

育
委
員
会
事
務
局
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
住
民
・
環
境
班
】

▽
主
事
／
稲
垣
柊
（
総
務
課

財
政
・
管
財
班
主
事
）
柴
田

佳
緒
理
（
長
寿
課
主
事
）

【
保
険
班
】

▽
主
事
／
樫
山
史
歩
（
上
下

水
道
課
業
務
班
主
事
）

◆
福
祉
課

【
保
健
セ
ン
タ
ー
班
】

▽
班
長
／
中
道
綾
乃
（
長
寿

課
主
幹
）

▽
主
任
／
芝
田
祐
子
（
長
寿

課
主
任
）

▽
主
査
／
前
千
晶
（
な
の
は

な
保
育
所
保
育
士
）

【
子
育
て
支
援
班
】

▽
主
査
／
嵯
峨
優
季
（
教
育

委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
班

主
査
）

◆
は
る
か
ぜ
保
育
所

▽
副
所
長
／
谷
本
由
希
子

（
な
の
は
な
保
育
所
所
長
）

▽
所
長
補
佐
／
小
守
奈
美
・

橘
久
美
子
（
な
の
は
な
保
育

所
所
長
補
佐
）

▽
主
任
／
川
口
友
則
・
杉
谷

尚
美
（
な
の
は
な
保
育
所
主

任
）

　
児
童
手
当
現
況
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
の
状
況
を
把
握
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
届
出
用
紙
は
、
対

象
者
の
方
へ
５
月
末
頃
に
送
付

予
定
で
す
。
期
限
ま
で
に
福
祉

課
子
育
て
支
援
班(

④
番
窓
口)

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
ご
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６

月
分
（
10
月
支
払
分
）
以
降
の

手
当
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の

誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方

※
た
だ
し
、
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
で
の
手
続
き
と
な
る
た

め
対
象
者
に
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

■
提
出
期
限

　
令
和
３
年
６
月
30
日
（
水
）

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

人
事
異
動
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申
込
受
付
期
間

　
６
月
14
日
㊎
～
６
月
26
日
㊌

※
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

第
一
次
試
験 

９
月
１
日
㊐

試
験
地 

和
歌
山
市
ほ
か

受
験
案
内 

５
月
７
日
㊋
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

（h
ttp

s://w
w

w
.jin

ji.g
o
.jp

/

saiy
o
/saiy

o
.h

tm
l

）

問 

人
事
院
近
畿
事
務
局

試
験
第
二
係

☎
０
６
‐
４
７
９
６
‐
２
１
９
１

　
令
和
６
年
３
月
５
日
を
も
ち

ま
し
て
、
生
馬
出
張
所
で
の
エ

コ
ス
タ
イ
ル
回
収
は
終
了
と
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
分
別
回
収
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
ご
み
削
減

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

　
町
道
・
町
有
地
な
ど
の
草
刈

作
業
等
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数 

２
名

委
託
内
容 

町
道
・
町
有
地
の

草
刈
・
清
掃
、
樹
木
の
撤
去
、

側
溝
の
土
砂
除
け
な
ど
の
美
化

作
業

委
託
期
間 

委
託
契
約
の
日
か

ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

業
務
時
間 

平
日 

８
時
30
分
～

17
時
15
分

委
託
料 

日
額
１
４
，
０
０
０
円

※
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

応
募
資
格 

健
康
か
つ
労
働
意

欲
の
あ
る
方
、
刈
払
機
を
使
用

で
き
る
方
、
普
通
運
転
免
許
証

を
有
す
る
方

申
込
受
付
期
間 

令
和
６
年
５
月
10
日
ま
で

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
必
要
書
類
　
履
歴
書
１
通

（
市
販
の
も
の
に
写
真
貼
付

の
こ
と
）

　
運
転
免
許
証
の
写
し

選
考
方
法 

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
　
面

接
日
時
は
別
途
連
絡
し
ま
す
。

問 

建
設
課
　
管
理
班

　
　
　（
⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員

の
日
で
す
。

　
上
富
田
町
で
は
次
の
日
時
に

お
い
て
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

時 

６
月
６
日
㊍

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場 

上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

内 

悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と
・

　 

人
権
相
談

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

☎
３
３
‐
７
０
９
２

　
現
在
、
大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
は
、
上
富
田
町
岡
地

区
に
大
賀
ハ
ス
田
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
本
会
で
は
、
貴
重
な
大
賀
ハ

ス
を
保
護
、
保
存
、
管
理
し
、

後
世
ま
で
伝
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
大
賀
ハ
ス

を
見
守
り
ま
せ
ん
か
？

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
左
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

活
動
期
間

　
５
月
中
旬
～
８
月
上
旬

活
動
内
容

　
雑
草
取
り
、
草
刈
り
、
肥
料

散
布
、
手
入
れ
等

問 

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会
事
務
局

振
興
課
企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

「
上
富
田
町
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
制
定

￨
お
知
ら
せ
￨

　

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
さ
ら
な
る
人
権
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班
　
　
☎
３
３
‐
７
０
９
２

　
白
浜
な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
は
、
紀

南
地
方
児
童
福
祉
施
設
組
合
で

運
営
し
て
い
る
母
子
生
活
支
援

施
設
で
す
。

　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
母
子
家
庭
ま
た
は
何

ら
か
の
事
情
で
離
婚
の
届
出
が

で
き
な
い
母
子
家
庭
に
準
じ
る

家
庭
な
ど
の
女
性
が
子
ど
も
と

一
緒
に
利
用
で
き
る
施
設
で

す
。

　
居
室
を
提
供
す
る
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
入
所
さ
れ
た

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
に
対
し
て

心
身
と
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た

め
の
相
談
、
援
助
を
進
め
な
が

ら
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
（
④
番
窓
口
）

　
　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

草
刈
り
等
作
業
員
募
集

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

会
員
募
集
中
！

母
子
生
活
支
援
施
設

　『
白
浜
な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
』

-
ご
案
内-

国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験 

（
高
卒
者
試
験
）

生
馬
出
張
所

 

エ
コ
ス
タ
イ
ル
回
収
終
了

‐
お
知
ら
せ
‐

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　-

ご
案
内-
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①
趣
味
　

②
健
康
面
で
気
を
つ
け
て
い
る 

　
こ
と

③
ひ
と
言

教
育
委
員
会
事
務
局（

社
会
教
育
班
）

　
　
大お
お
ぐ
ろ黒

　
寿す

ず珠
　
19
歳
　

 

①
ダ
ン
ス

②
何
事
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え

て
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

③
上
富
田
町
が
大
好
き
で
高
知

県
か
ら
来
ま
し
た
。
早
く
仕

事
に
慣
れ
、
住
民
の
み
な
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

振
興
課
（
企
画
・商
工
観
光
班
）　

　
木き

む

ら村
　
優ゆ

う

と斗
　
22
歳
　

①
旅
行

②
十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

③
１
日
で
も
早
く
ふ
る
さ
と
上

富
田
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
（
財
政
・管
財
班
）

　
　
梶か
じ
は
ら原

　
伊い

お

り織
　
22
歳
　

①
Ｗ
ｅ
ｂ
小
説
閲
覧

②
毎
日
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
そ
の
他

筋
ト
レ
な
ど
の
適
度
な
運
動
、
そ

し
て
何
よ
り
「
し
っ
か
り
食
べ
る

こ
と
」
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

③
上
富
田
町
役
場
で
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
せ
る
こ
と
を
心
か
ら

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ま
と
共
に
よ
り
良
い
未
来
を

築
い
て
い
く
た
め
に
、
何
事
も

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

平成 24 年 目標値 令和 5 年 達成

① ８６％ ９５％ ８２％ 達成せず

② ４５％ ６５％ ７４％ 達成

③ １５％ ３０％ １３％ 達成せず

平成 24 年 目標値 令和 5 年 達成

① ５４％ ７０％ ３９％ 達成せず

② ４３％ ３０％ ６１％ 達成せず

平成 24 年 目標値 令和 5 年 達成

① ２５％ ５０％ ２７％ 達成せず

② １５％ １０％ ２５％ 達成せず

平成 24 年 目標値 令和 5 年 達成

① １１％ ５％ ６％ 達成せず

② １７％ １０％ １５％ 達成せず

平成 24 年 目標値 令和 5 年 達成

① ６５％ ８０％ ６８％ 達成せず

② ４４％ ６５％ ６８％ 達成

健康上富田２１ アンケート結果

●アンケート評価項目

◎栄養食生活

①毎日、朝食を食べる人を増やす

②毎日緑黄色野菜を食べる人を増やす

③毎日鉄分を含む食品を食べる人を増やす

◎運動

①週２回体を動かす人を増やす

②体を動かす習慣のほとんどない人を減らす

　上富田町では平成 26 年度より、「ともに助け合い明るく元気で個性を育む　自然豊かな上富田　み

なで歩こう　健康人生」をスローガンとして、健康上富田 21 第２次計画を策定し、健康に関する取り

組みをしてきました。今回、最終評価をするため、「生活いきいき調査」を実施しましたので、結果を

報告いたします。

◎歯・健診

①毎食後歯磨きをする人を増やす

②健康診査を知らない人を減らす

◎アルコール・タバコ

①毎日３合以上飲む人を減らす

②タバコを吸う人を減らす

◎こころ

①趣味を持っている人を増やす

②ストレス解消法を持っている人を増やす

●アンケート項目別回答率と目標達成状況

　アンケート回答数：６８０件、回答率：３４％

上
富
田
町
の
職
員
と

な
り
ま
し
た
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
男
の
台
所
と
い
う
料
理
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対 

上
富
田
町
に
お
住
ま
い
の
65

歳
以
上
の
男
性

内 

簡
単
に
作
れ
る
も
の
や
、
旬

の
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

で
調
理
実
習
を
行
い
、
で
き
あ

が
っ
た
料
理
を
い
た
だ
き
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
料

理
が
苦
手
な
方
も
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時 
第
２
・
第
４
　
㊋

　
10
時
～
13
時
頃
ま
で

場 

４
月
岩
田
公
民
館
調
理
室
、

　
５
月
以
降
は
保
健
セ
ン
タ
ー

費 

１
回
　
３
５
０
円

　
参
加
ご
希
望
の
方
に
は
、
詳

細
の
ご
案
内
を
致
し
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
電
話
等
で
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
１
月
末
に
は
、
節
分
が
近
い

こ
と
か
ら
「
手
巻
き
寿
司
」
が

主
役
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
汁
物
は

「
旬
の
白
菜
の
豚
汁
」、
デ
ザ
ー

ト
に
は
簡
単
「
さ
つ
ま
い
も
の

バ
タ
ー
芋
餅
」
を
作
り
ま
し
た
。

栄
養
士
か
ら
は
、
本
日
の
メ

ニ
ュ
ー
の
栄
養
ポ
イ
ン
ト
も
聞

き
ま
す
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

５
月
９
日
㊍

　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０(

代)

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

 

男
の
台
所

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

■
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
か
ら
の
お
知
ら
せ

‐
巡
回
パ
ネ
ル
展
・
相
談
会
‐

　
５
月
２
日
～
５
月
20
日

場 

朝
来
公
民
館

　
パ
ネ
ル
展
で
は
、
里
親
制
度
の
概
要
や
、
里
親
に
な
る
ま
で
の

流
れ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
里
親
制
度
の
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
等
も
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

　
パ
ネ
ル
展
の
期
間
中
に
は
「
里
親
相
談
会
」
も
開
催
し
ま
す
。

　
５
月
７
日
13
時
～
15
時

　
５
月
14
日
13
時
～
15
時

里
親
に
つ
い
て
、
説
明
を
聞
い
て
み
た
い
方
は
、
職
員
が
常
駐
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
日
程
の
都

合
が
つ
か
な
い
場
合
は
別
日
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
さ
と
お
や
C
a
f
é 

ほ
っ
と

　
５
月
31
日
10
時
～
16
時
　

場 

県
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
‐
Ｕ
グ
ル
ー
プ
研
修
室
１

　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
が
気
軽
に
集
ま
っ
た
り
、
子
育
て

全
般
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
関
連
書
籍
の
貸
し

出
し
や
お
菓
子
な
ど
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
予
約
も
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

担
当

：

川
口
・
村
岡
・
後
藤

田
辺
市
城
山
台
５
―
１

問 

☎
３
４
‐
２
７
３
５

http//w
w

w
.w

fj.or.jp/hot

行事名 日　　程 場　　所 対　　象

３歳児健診 ５月２２日㊌

上富田町
保健センター

令和２年１１月・１２月生まれの方

２歳児相談 ５月２９日㊌ 令和３年１１月・１２月生まれの方

４か月健診
６月１２日㊌

令和６年２月生まれの方

１０か月健診 令和５年７月生まれの方

育児相談(２か月)
６月１３日㊍

令和６年４月生まれの方

育児相談(１歳) 令和５年５月生まれの方

　５月１６日～６月１５日
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○
退
　
職

福
田
　
絢
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
朝
来
小
教
諭
）

○
期
間
満
了
退
職

栗
本
　
恵
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
生
馬
小
講
師
）

小
畑
　
日
出
夫
（
生
馬
小
・
岩
田
小
・
市
ノ
瀬
小
講
師
）

稲
葉
　
紗
也
加
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
朝
来
小
講
師
）

松
本
　
康
男
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
（
朝
来
小
講
師
）

玉
置
　
桜
子
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
朝
来
小
栄
養
士
）

和
田
　
晴
行
　
　
　
　
　
　 

（
朝
来
小
学
習
指
導
員
）

石
上
　
裕
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
岩
田
小
講
師
）

赤
松
　
志
歩
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
市
ノ
瀬
小
講
師
）

池
本
　
勝
彦
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
市
ノ
瀬
小
講
師
）

澤
田
　
悦
子
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
上
富
田
中
講
師
）

田
代
　
耕
也
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
上
富
田
中
講
師
）

○
転
　
出
（
４
月
１
日
付
け
）

新
任
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
任
校
）

　
白
浜
町
立
白
浜
中
学
校
教
頭 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
昌
隆
（
生
馬
小
教
頭
）

　
田
辺
市
立
上
山
路
小
教
諭 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
　
聡
志 

（
朝
来
小
教
諭
）

　
教
育
セ
ン
タ
ー
学
び
の
丘
指
導
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
由
利
子
（
岡
小
教
諭
）

　
教
育
セ
ン
タ
ー
学
び
の
丘
研
修
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
知
磨
（
市
ノ
瀬
小
教
諭
）

○
転
　
入
（
４
月
１
日
付
）

新
任
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
任
校
）

生
馬
小
教
頭
　
　
田
上
　
武
　
　
　
　 

（
上
富
田
中
）

岩
田
小
教
頭
　
　
小
畑
　
慎
（
教
育
セ
ン
タ
ー
学
び
の
丘
）

岡
小
教
頭
　
　
　
西
村
　
尚
孝
　
　 

（
岩
田
小
教
頭
）

市
ノ
瀬
小
教
頭
　
嶋
田
　
正
好
　
　
　 

（
岡
小
教
頭
）

新
任
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
前
任
校
）

　
上
富
田
中
教
頭
　
小
阪
　
正
之
　
（
市
ノ
瀬
小
教
頭
）

生
馬
小
教
諭
　
　
久
堀
　
雪
江
　
　
　 

（
新
規
採
用
）

朝
来
小
教
諭
　
　
笠
松
　
千
晶
　
　
　
　 

（
生
馬
小
）

朝
来
小
教
諭
　
　
宮
西
　
芳
幸
　
　
　 

（
新
規
採
用
）

朝
来
小
教
諭
　
　
小
松
　
亮
裕
　
　
　 

（
新
規
採
用
）

岩
田
小
教
諭
　
　
熊
代
　
知
子
　
　
　 

（
市
ノ
瀬
小
）

岩
田
小
教
諭
　
　
兼
久
　
美
嘉
　
　
　
　 

（
東
部
小
）

岩
田
小
教
諭
　
　
石
上
　
裕
之
　
　
　 

（
新
規
採
用
）

市
ノ
瀬
小
教
諭
　
坊
木
　
葉
里
　
　
　
　 

（
岩
田
小
）

上
富
田
中
教
諭
　
水
本
　
和
史
　
　 

（
岩
出
第
二
中
）

上
富
田
中
教
諭
　
小
宗
　
美
緒
　
　
　 

（
新
規
採
用
）

上
富
田
中
教
諭
　
橋
本
　
紗
良
　
　
　 

（
新
規
採
用
）

生
馬
小
講
師
　
　
庄
口
　
和
志
　
　
　 

（
上
富
田
中
）

生
馬
小
講
師
　
　
塩
谷
　
美
樹

生
馬
小
・
岩
田
小
・
市
ノ
瀬
小
講
師

　
　
　
　
　
　
　
小
出
　
直
子

朝
来
小
講
師
　
　
高
橋
　
悠
海

岩
田
小
講
師
　
　
坊
木
　
道
子

岩
田
小
講
師
　
　
尾
榮
　
克
哉

岡
小
講
師
　
　
　
永
島
　
芽
以

市
ノ
瀬
小
講
師
　
菅
根 
千
景
　
　
　
　（
上
富
田
中
）

市
ノ
瀬
小
講
師
　
寺
本 
美
翔
子

市
ノ
瀬
小
講
師
　
田
上
　
歩
　
　
　
　 

（
上
富
田
中
）

市
ノ
瀬
小
講
師
　
田
渕
　
元
子
　
　
　
　 

（
朝
来
小
）

市
ノ
瀬
小
講
師
　
笠
松
　
峰
生
　
　
　
　 

（
岩
田
小
）

上
富
田
中
講
師
　
廣
瀬
　
史
佳

上
富
田
中
講
師
　
森
下
　
由
英
　
　
　
　 

（
朝
来
小
）

町
内
会
と
は

　
町
内
会
と
は
、
地
域
住
民
が

親
睦
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
で

連
帯
感
を
培
い
、
支
え
合
い
助

け
合
い
な
が
ら
、
住
み
や
す
く

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
住
民
組
織
と
し
て
、
大

変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

町
内
会
の
必
要
性

　
日
頃
か
ら
、
ご
近
所
で
顔
の

見
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ
と

で
、
災
害
が
起
こ
っ
た
時
な
ど

に
会
員
同
士
の
確
認
や
助
け
合

い
に
役
立
ち
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
安
全
・
安
心
な

環
境
を
築
く
に
は
、
日
ご
ろ
の
地

域
で
の
関
係
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
ご
自
身
の
普
段
の
生

活
の
中
か
ら
、
気
軽
な
付
き
合

い
か
ら
始
め
て
み
て
、
協
力
し

あ
え
る
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

町
内
会
の
主
な
活
動

・
自
主
防
犯
活
動

（
防
犯
灯
の
維
持
管
理
・
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
）

・
自
主
防
災
活
動

（
災
害
時
に
備
え
た
自
主
防
災

組
織
の
運
営
な
ど
）

・
福
祉
活
動

（
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
日
本

赤
十
字
社
の
募
金
活
動
や
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
な
ど
）

・
環
境
美
化
活
動

（
町
内
清
掃
な
ど
）

・
街
路
灯
の
維
持
管
理

（
新
規
設
置
や
電
球
の
取
り
換

え
な
ど
）

・
親
睦
活
動

（
遠
足
・
夏
祭
り
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

・
情
報
提
供

（
町
や
県
の
広
報
紙
の
配
付
・

各
種
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ
の

回
覧
な
ど
）

※
町
内
会
に
よ
っ
て
、
活
動
内

容
は
異
な
り
ま
す
。

問 

上
富
田
町
町
内
会

連
合
会
事
務
局

　
役
場
　
振
興
課
　
　

　
　
　
　
　（
⑧
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
０

人
事
異
動
（
学
校
）

町
内
会
に

　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か

-7-



　
令
和
４
年
度
よ
り
国
の
方
針

を
受
け
て
、
上
富
田
町
で
は
ス

ポ
ー
ツ
文
化
芸
術
活
動
整
備
検

討
会
議
で
協
議
し
、
本
校
の
部

活
動
を
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
段

階
的
に
地
域
へ
移
行
し
て
い
ま

す
。
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
生
徒
の
数
が
減
少
し

て
い
く
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
部
活
動
が

成
り
立
っ
て
い
た
の
は
、
各
種

目
に
お
い
て
人
数
が
十
分
確
保

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
生
徒

数
が
減
少
し
て
い
く
と
特
に
野

球
、
サ
ッ
カ
ー
等
の
団
体
競
技

に
お
い
て
は
、
一
つ
の
学
校
で

人
数
が
揃
わ
な
い
問
題
が
で
て

き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
大
会
に

参
加
で
き
な
い
こ
と
が
お
こ
っ

て
き
ま
す
。
現
在
、
複
数
の
学

校
で
合
同
チ
ー
ム
を
作
り
、
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、
当
地
方
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
合
同
チ
ー
ム

が
増
え
て
い
く
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
生
徒
数
の
減
少
を
受
け
て
、

も
う
一
つ
問
題
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
数
が
減
少
す
れ
ば
、
も
ち

ろ
ん
教
員
の
数
も
減
少
し
ま

す
。

　
そ
う
な
る
と
、
昔
は
ど
の
種

目
に
も
専
門
の
顧
問
が
ほ
ぼ
配

置
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
や
は
り
、

種
目
に
お
い
て
、
専
門
の
顧
問

に
教
わ
る
の
と
、
専
門
外
の
顧

問
に
教
わ
る
の
と
で
は
、
大
き

な
違
い
が
で
る
の
は
た
し
か
で

す
。

　
本
校
で
は
、
令
和
５
年
度
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
地
域
に
完
全

移
行
し
、
水
泳
部
は
新
入
生
の

募
集
を
停
止
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
、

柔
道
部
、
剣
道
部
、
陸
上

部
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
見

直
し
を
行
う
た
め
新
入
生
の
募

集
停
止
を
行
い
ま
し
た
。
軟
式

野
球
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
に
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、

夏
の
総
体
後
に
地
域
移
行
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
中
学
生
が
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動
が
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
運

動
部
・
文
化
部
の
他
の
種
目
に

つ
い
て
も
今
後
協
議
し
進
め
て

い
き
ま
す
。

学 学 
校校

紹紹

介介

「
部
活
動
の
地
域
移
行
」

上
富
田
中
学
校

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

　ユーチューバーでもあるミステリーホラー作家

雨穴による、間取りミステリー第2弾です。

　中部地方に存在する、窓のない子供部屋や事故

物件など、奇妙な間取りの家。この奇妙な11の家の

間取りの謎を探っていくと…？

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

変な家２ 11の間取り図　　　　　　　 

変な家　　　　　　　　　　　　　　　

変な絵　　　　　　　　　　　　　　　

風の中に立てー伊集院静のことばー

　　

頭のいい人が話す前に考えていること

　

成瀬は天下を取りにいく　　　　　　　

spring　　　　　　　　　　　　　　　

ブラック・ショーマンと覚醒する女たち

板上に咲く　MUNAKATA:Beyond Van Gogh

シャーロック・ホームズの凱旋　　　　

雨穴　　　　

雨穴　　　　

雨穴

　　　　

伊集院　静

　

安達　裕哉　

宮島　未奈　

恩田　陸

　　

東野　圭吾

　

原田　マハ　

森見　登美彦

　　飛鳥新社

　　飛鳥新社

　　飛鳥新社

　　

講談社

ダイヤモンド社

　　新潮社

　　筑摩書房

　　

光文社

　　

幻冬舎

　中央公論新社

『変な家２　11の間取り図』

雨穴/著　飛鳥新社

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活

保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な

世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一

定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と

し
て
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通

わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問 　
生
馬
小
学
校☎４

７
‐
０
１
２
６

　
朝
来
小
学
校☎４

７
‐
０
０
４
０

　
岩
田
小
学
校☎４

７
‐
２
１
２
０

　
岡
小
学
校☎

４
７
‐
２
０
２
７

　
市
ノ
瀬
小
学
校

☎
４
８
‐
０
３
３
４

　
上
富
田
中
学
校

☎
４
７
‐
０
０
５
３

　
教
育
委
員
会☎４

７
‐
５
９
３
０

就
学
援
助
の
ご
案
内
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春
炬
燵 
夫
の
普
段
着 

繕
ひ
ぬ

久
方
の 

子
と
の
ド
ラ
イ
ブ 

春
の
風

竜
天
に 

登
り
ロ
ケ
ッ
ト 

発
射
待
つ
　
　
　

田
浦
　
陽
子

宮
本
　
　
操

松
本
武
千
代

里
山
の 

桜
は
な
び
ら 

風
に
舞
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
突
然
の
雹
に 

み
な
驚
き
て
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
さ
と
江

バ
タ
バ
タ
と 

動
く
わ
り
に
は 

は
か
ど
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
歳
若
け
り
ゃ
と 

布
団
に
入
る
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稗
田
　
満
代

せ
せ
ら
ぎ
と 

競
い
合
う
の
か 

山
里
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
く
や
さ
し
く 

「
カ
ジ
カ
」
鳴
く
声
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
芳
郎

（
投
稿
歓
迎
）

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

令和６年度　上富田町職員採用試験案内

職種および採用予定人員 資　格　要　件

保健師（２名程度）
平成２年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人または令
和７年３月末日までに保健師免許を取得見込みの人

土木技術職（１名程度）
平成２年４月２日以降に生まれた人で、２級土木施工管理技士以上の資
格を有する人

学芸員（埋蔵文化財担当）　 
（１名程度）

平成２年４月２日以降に生まれた人で、大学または大学院で考古学の課
程を卒業または修了し（令和７年３月末日までに卒業または修了見込み
の人を含む）、博物館法による学芸員の資格を有する人（令和７年３月
末日までに資格取得見込みの人を含む）

１. 受験資格 職種ごとに標記の資格要件を満たす人

２. 第１次試験は、テストセンター方式となります。

※テストセンター方式：全国のテストセンターの中

から最寄りの試験会場を選び、( 試験期間において )

　受験者の都合の良い時間での受験が可能。

申込受付期間  ５月２１日 ㊋ １７: １５まで

第１次試験  ６月１９日 ㊌ ～ ７月７日 ㊐

第２次試験  ８月１８日 ㊐（予定）

　詳細は上富田町ホームページをご参照ください。

（https://www.town.kamitonda.lg.jp）

採用時期  原則として、令和７年４月１日に採
用されます。

　ただし、欠員等の状況により、勤務可能な人は令

和７年４月１日以前に採用されることがあります。
問 総務課　庶務・危機管理班（⑪番窓口）

☎ 33-7092

Ｑ 
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上
富
田
教
育
委
員
会
、
日
本

将
棋
連
盟
紀
の
国
支
部
主
催
の

か
み
と
ん
だ
将
棋
大
会
が
、
去

る
３
月
31
日
に
上
富
田
文
化
会

館
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
39
名
の
参
加
が
あ

り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
大
会
と
並
行
し
て
、

市
ノ
瀬
出
身
の
宮
本
広
志
五
段

に
よ
る
小
学
生
対
象
の
対
局
指

導
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

Ａ
級

　
　
優
　
勝
　
　
木
村
　
橙
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
堺
市
）

　
　
準
優
勝
　
　
黄
瀬
　
健
司

　
　
　
　
　
　
　（
和
歌
山
市
）

Ｂ
級

　
　
優
　
勝
　
　
南
　
英
雄

　
　
　
　
　
　
　（
和
歌
山
市
）

　
　
準
優
勝
　
　
吉
村
　
勇

　
　
　
　
　
　
　
　（
田
辺
市
）

Ｃ
級

　
　
優
　
勝
　
　
川
野
　
郁
太

　
　
　
　
　
　
　
　（
田
辺
市
）

　
　
準
優
勝
　
　
上
野
　
裕
司

　
　
　
　
　
　
　（
和
歌
山
市
）

小
中
学
生
の
部

　
　
優
　
勝
　
　
栁
江
　
日
向

　
　
　
　
　
　
　
　（
岩
出
市
）

　
　
準
優
勝
　
　
上
野
　
航
太

　
　
　
　
　
　
　（
和
歌
山
市
）

　
　
三
　
位
　
　
後
藤
　
啓
太

　
　
　
　
　
　
　（
紀
美
野
町
）

時　5 月 29 日㊌　午前 7 時 30 分～午後 5 時 00 分

定　20 名（先着）

場　咲くやこの花館（日本最大の温室でフラワーツアー
　　や散策）
　　大阪市立住まいのミュージアム「大阪くらしの今昔館」

費　1,500 円（交通費、入館料※昼食はレストラン等自己負担）

申　市ノ瀬・下鮎川在住の方　5 月 1 日㊌～ 5 月 10 日㊎まで
　　町内の方　5 月 13 日㊊～ 5 月 20 日㊊まで

問　市ノ瀬公民館　☎４８－０３６６　

時　５月１９日㊐午前８時３０分受付開始

　  　 （雨天中止）午前９時競技開始

場　日吉会グラウンドゴルフ場

　　　　　　　　　　　　　（生馬地内）

※開催場所詳細については、申込時に朝来

公民館へお問い合わせください。

費　無　料

申　事前に朝来公民館へお申し込みください。

　　（㊍・㊐を除く９ 時～１６時）

問　教育委員会事務局　☎　47-5930

　　朝来公民館　☎　47-0545　

第
６
回
宮
本
広
志
杯

　
か
み
と
ん
だ
将
棋
大
会

　
　
　
　
　
盛
会
に
終
わ
る

第
６
回
宮
本
広
志
杯

　
か
み
と
ん
だ
将
棋
大
会

　
　
　
　
　
盛
会
に
終
わ
る

＜公民館からのお知らせ＞　市ノ瀬公民館

＜公民館からのお知らせ＞　朝来公民館

グラウンド・ゴルフ大会

女性の研修旅行
～植物の観賞と江戸時代へのタイムスリップ～
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３
月
４
日
に
参
加
者
19
名
で

由
良
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
最
初
に
由
良
ド
ッ
ク
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
船
舶
の
点
検
・
修
理
を

専
門
に
し
て
お
り
、
日
本
最
大

級
の
ド
ッ
ク
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
見
学
の
際
に
は
、
大
き
な

貨
物
船
が
２
隻
入
っ
て
お
り
、

船
や
ク
レ
ー
ン
の
大
き
さ
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
近
く
の
念ね

ん

興こ

う

寺じ

を

語
り
部
の
案
内
で
訪
問
。
由
良

は
戊ぼ

し

ん辰
戦
争
の
鳥
羽
・
伏
見
の

戦
い
か
ら
逃
れ
た
会
津
藩
士
が

一
時
的
に
か
く
ま
わ
れ
た
所

で
、
二
人
の
藩
士
の
お
墓
に
参

り
明
治
初
期
の
動
乱
に
思
い
を

馳
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
域
交
流
施
設
と

し
て
旧
原
邸
と
呼
ば
れ
る
築 

１
５
０
年
ほ
ど
の
歴
史
あ
る
旧

家
を
改
装
し
て
で
き
た
物
販
施

設
「
ゆ
ら
っ
と
紀
州
」
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
併
設
さ

れ
た
お
蕎
麦
屋
さ
ん
で
昼
食
を

い
た
だ
き
、
産
品
販
売
所
で
は

由
良
の
特
産
品
を
購
入
し
ま
し

た
。

　
午
後
は
、
ま
ず
近
く
の
興
国

寺
を
訪
問
。
バ
ス
を
降
り
、
山
門

か
ら
歩
き
ま
し
た
。
興
国
寺
は
、

鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍 

源
実さ

ね

と

も朝 

ゆ

か
り
の
お
寺
で
、
住
職
の
法ほ

っ

と

う燈

国こ

く

し師
が
中

国
か
ら
製

法
を
伝
え

た
金
山
寺

み
そ
と
醤

油
の
発
祥

の
地
だ
と

知
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
火
難
に
あ
っ
た
お
堂

を
赤
城
山
の
天
狗
が
一
夜
に
し

て
建
立
し
て
く
れ
た
と
い
う
天

狗
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
て
、
大

き
な
天
狗
の
お
面
を
祭
っ
た
天

狗
堂
に
も
参
拝
し
ま
し
た
。

　
由
良
町
は
、
石
灰
岩
の
鉱
床

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
一
つ

の
戸
津
井

鍾
乳
洞
に

移

動

で

す
。
道
が

狭
ま
る
手

前
４
０
０

ｍ
で
バ
ス

を

降

り
、

急
坂
を
上
っ
て
入
り
口
に
着
き

ま
し
た
。
１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
洞

窟
で
す
が
、
鍾
乳
石
が
間
近
で

見
ら
れ
、
楽
し
い
地
底
探
検
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
白
崎
海
洋
公
園
に
。

石
灰
岩
で
で
き
た
岬
は
、
過
去

石
灰
岩
の
採
石
が
行
わ
れ
て
い

た
り
、
戦

時
中
は
洞

窟
が
軍
事

基
地
と
し

て
使
わ
れ

た
り
し
た

と

聞

き
、

歴
史
の
重

み
を
感
じ
ま
し
た
。
展
望
台
か

ら
の
景
色
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。

　
足
早
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
由
良
町
を
巡

り
、
ま
さ
に
「
由
良
町
の
文
化

と
歴
史
を
訪
ね
た
」
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
３
月
17
日
、
総
勢
23
名
で
熊

野
古
道
歩
き
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
初
心
者
に
も
優
し
い

と
の
こ
と
で
、
発
心
門
王
子
か

ら
熊
野
本
宮
大
社
に
至
る
、
約

７
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
天
気

は
晴
れ
、
暑
す
ぎ
ず
寒
す
ぎ
ず

古
道
歩
き
に
は
も
っ
て
こ
い
で

し
た
が
、
予
報
で
は
午
後
雨
が

降
り
出
す
と
の
こ
と
で
、
少
し

ピ
ッ
チ
を
上
げ
気
味
に
歩
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
口
熊
野

か
み
と
ん

だ
ガ
イ
ド

の
会
か
ら

２
名
の
ガ

イ
ド
さ
ん

に
同
行
い

た

だ

き
、

ス
タ
ー
ト
前
に
は
し
っ
か
り
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
心
門

で
は
、
遠

く
か
ら
歩

い
て
き
た

つ
も
り
に

な
っ
て
鳥

居
を
く
ぐ

り
、
い
よ

い
よ
古
道
歩
き
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。

　
水
呑
王
子
、
道

ど
う
き
ゅ
う休
禅ぜ

ん

も

ん門
地じ

ぞ

う蔵

と
、
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
順
調

に
歩
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

お
地
蔵
様
の
周
り
は
き
れ
い
に

整
え
ら
れ

藁
帽
子
を

か
ぶ
せ
て

く
れ
て
い

る
な
ど
、

地
域
の
方
々
が
大
切
に
守
り
伝

え
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

　
昼
食
休
憩
を
伏
拝
王
子
周
辺

で
取
り
、
い
よ
い
よ
後
半
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
石
畳
の
コ
ー
ス

で
下
り
が
多
く
な
り
、
滑
ら
な

い
よ
う
慎
重
に
歩
き
ま
し
た
。

　
本
宮
大
社
に
着
く
頃
に
は
少

し
雨
模
様
に
な
り
ま
し
た
が
、

濡
れ
る
ほ
ど
で
も
な
く
無
事
に

ゴ
ー
ル
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
地
元
の

素
晴
ら
し

い
歴
史
や

文
化
の
一

端
に
触
れ

る
こ
と
が

で
き
る
古

道
旅
、
来

年
は
ど
の

コ
ー
ス
を

歩
き
ま
し
ょ
う
か
？

文
化
財
め
ぐ
り

　
　
　
　
　  

市
ノ
瀬
公
民
館

古
道
歩
き

　
　
　
　
　  

　
朝
来
公
民
館

天 狗 堂

-11-



　
岩
田
公
民
館
で
は
現
在
、
岩

田
大
坊
在
住
の
田
上
盛
一
さ
ん

に
よ
る
写
真
作
品
展
「
出
会
い

と
感
動
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
田
上
さ
ん
は
、
自
然
や
人
物
、

草
花
な
ど
を
数
多
く
撮
影
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
は
カ
メ

ラ
ア
ン
グ
ル
等
の
工
夫
に
よ

り
、
遠
近
感
や
特
徴
的
な
と
こ

ろ
を
強
調
し
、
自
然
が
生
ん
だ

造
形
美
を
よ
り
一

層
美
し
く
際
立
た

せ
て
い
ま
す
。

　
感
動
を
覚
え
る

作
品
を
通
し
て
、

写
真
の
魅
力
や
奥

深
さ
な
ど
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
田
上
さ
ん
に
写

真
の
こ
と
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
と
、

「
撮
影
は
仕
事
上
か

ら
始
め
た
カ
メ
ラ

い
じ
り
が
趣
味
と

な
り
35
有
余
年
に

な
り
ま
す
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
出
会

い
と
感
動
で
す
。

撮
影
に
あ
た
り
出
会
っ
た
方
や

情
景
を
写
し
ま
し
た
。
そ
の
作

品
が
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
に
少

し
で
も
分
か
っ
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
で
す
。」
と
笑
顔
で
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
四
季
折
々
の
景
色
や
め
ず
ら

し
い
自
然
現
象
な
ど
を
と
ら
え

た
田
上
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作

品
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
、
多

は
こ
こ
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
橋
名
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　
渡
し
船
が
廃
止
さ
れ
て
、
河

原
に
板
橋
が
架
け
ら
れ
、
当
初

は
郵
便
小
橋
と
呼
ば
れ
た
そ
う

で
す
。
正
式
に
郵
便
橋
と
な
っ

た
の
は
、
明
治
大
水
害
の
直
後

の
明
治
23
年
頃
に
架
け
ら
れ
た

板
橋
か
ら
だ
そ
う
で
、
現
在
の

橋
よ
り
１
５
０
ｍ
上
流
に
位
置

し
て
い
ま
し
た
。

　
郵
便
橋
は
、
土
橋
、
鉄
桁
の

土
橋
、
鉄
桁
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
に
と
架
け
替
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
交
通
量
や
大

型
車
の
増
加
に
伴
い
様
々
な
改

良
工
事
や
補
強
工
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
更
に
平
成
９
年
末
に

は
大
型
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
向

で
き
る
よ
う
、
幅
11
ｍ
の
橋
に

改
良
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　
ち
な
み
に
現
地
を
訪
れ
ま
す

と
橋
の
両
サ
イ
ド
に
郵
便
ポ
ス

ト
、
上
富
田
側
の
橋
の
た
も
と

に
渡
し
船
に
乗
っ
た
可
愛
ら
し

い
郵
便
屋
さ
ん
、
白
浜
側
に
は

郵
便
橋
由
来
（
郵
便
橋
物
語
）

が
書
か
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
考

「
上
富
田
町
史
」

「
上
富
田
町
文
化
財
教
室
シ
リ
ー
ズ
19
」

　
富
田
川
に
架
か
る
上
富
田
町
の
橋

く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期 

６
月
24
日 

㊊ 

ま
で

　
８
時
30
分
～
16
時
（
平
日
）

場 

岩
田
公
民
館

展
示
ス
ペ
ー
ス

　
今
回
は
、
郵
便
橋
を
紹
介
し

ま
す
。

　
町
内
で
は
富
田
川
の
最
下
流

に
位
置
し
、
国
道
42
号
線
の
岩

崎
と
白
浜

町
保
呂
を

つ
な
ぐ
交

通
の
要
と

し
て
郵
便

橋
が
架
け

ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ふ
つ
う
、

橋
の
名
前
は
当
該
地
の
地
名
を

取
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
郵
便
橋
と
い
う
名

前
は
大
変
珍
し
い
の
で
そ
の
由

来
を
お
話
し
ま
す
。

　
明
治
の
初
め
に
郵
便
制
度
が

で
き
て
か
ら
も
富
田
川
に
は
ま

だ
橋
が
な
く
、
何
ケ
所
か
に
渡

し
船
が
あ
る
だ
け
で
し
た
。
し

か
も
、
郵
便
物
を
運
ぶ
渡
し
船

出
会
い
と
感
動
　
　
　
‐
ご
案
内
‐

　
　
　
　
田
上
盛
一 

氏
に
よ
る
写
真
作
品
展

岩
田
公
民
館

橋
の
今
昔 

３

（
郵
便
橋
）

展　示　風　景

旧橋と新橋
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受
診
券
が
届
い
た
ら
、
健
康
診

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に

受
診
券
を
直
接
お
送
り
し
ま

す
。

（
受
診
券
発
行
の
申
込
み
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

時 

６
月
１
日
～

令
和
７
年
２
月
28
日

費 

健
康
診
査
…
無
料

歯
科
健
康
診
査
…
無
料

持 

保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票
・

問
診
票

場 

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧

表
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

健
康
診
査

 

対 

被
保
険
者
（
長
期
入
院
者
、

施
設
入
所
者
を
除
く
）

検
査
項
目 

【
基
本
項
目
】

問
診
、
計
測
（
身
長
・
体
重
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
血
圧
）、
診
察
（
身

体
診
察
）、
尿
検
査
（
糖
・

蛋
白
・
潜
血
）、血
液
検
査
（
脂

質
・
肝
機
能
・
糖
代
謝
・
腎

機
能
・
尿
酸
・
貧
血
等
）

【
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方

に
追
加
で
実
施
す
る
項
目
】

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

歯
科
健
康
診
査

対 

令
和
６
年
３
月
末
ま
で

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
の
方
と
、

90
歳
以
上
の
方
（
長
期
入
院
者
、

施
設
入
所
者
を
除
く
）

検
査
項
目 

【
歯
＋
口
腔
機
能
】

　
問
診
、
口
腔
診
断
（
歯
の
状

態
・
歯
周
組
織
の
状
況
・
口
腔

衛
生
状
況
・
噛
み
合
わ
せ
・
口

腔
乾
燥
・
粘
膜
の
異
常
）、
口

腔
機
能
検
査
（
噛
む
能
力
・
舌

機
能
・
嚥
下
（
飲
み
込
み
）
機
能
）

※
口
腔
機
能
の
低
下
（
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
）
は
、
健
康
へ

の
悪
影
響
を
招
き
、
フ
レ
イ

ル
（
心
身
の
虚
弱
）
や
要
介

護
状
態
に
つ
な
が
る
悪
循
環

の
は
じ
ま
り
で
す
。

　
歯
科
健
康
診
査
で
自
覚
し
に

く
い
症
状
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
で
、
悪
循
環
に
陥
る
の
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
90
歳
以
下
の
方
は
無
料
で
受

診
で
き
る
の
は
５
年
に
１
度
し

か
な
い
た
め
、
対
象
の
方
は
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基

礎
課
程
）
を
み
な
べ
町
・
白
浜

町
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　
手
話
で
日
常
生
活
を
行
う
た

め
に
必
要
な
手
話
語
彙
お
よ
び

手
話
表
現
技
術
の
習
得
を
目
的

と
し
ま
す
。

　
全
日
程
（
22
回
）
の
80
％
以

上
を
出
席
さ
れ
た
方
に
は
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

※
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
は
入

門
課
程
と
基
礎
課
程
が
あ

り
、
入
門
課
程
を
修
了
さ
れ

た
方
が
今
回
の
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）
に
進
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

時 

19
時
～
20
時
30
分

対 
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入

門
課
程
）
を
受
講
し
、
修
了
証

を
交
付
さ
れ
た
方
。

定 

20
名

費 

無
　
料

申 

５
月
31
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

（
申
込
書
に
つ
い
て
は
、
福
祉

課
福
祉
班
⑤
窓
口
で
配
布
す
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。）

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

〒
６
４
９
‐
２
１
９
２
　

上
富
田
町
朝
来
７
６
３
番
地

☎
３
４
‐
２
３
７
３

FAX
４
７
‐
４
０
０
５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

令
和
６
年
度　

健
康
診
査
・
歯
科
健
康
診
査

-

ご
案
内-

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）

‐
受
講
生
募
集
‐

日程 会場

7/1㊊、7/8㊊、7/22㊊、7/29㊊、
8/5㊊、8/19㊊、8/26㊊ 上富田町

9/2㊊、9/9㊊、9/30㊊、10/7㊊、
10/21㊊、10/28㊊、11/11㊊、
11/18㊊

みなべ町

11/25㊊、12/2㊊、12/9㊊、12/16㊊、
12/23㊊、1/6㊊、1/20㊊ 白浜町
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◆
税
目
　
　

　
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
５
月
31
日
㊎

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

　
令
和
５
年
中
に
、
上
富
田
町

管
内
で
の
け
が
に
よ
り
救
急
搬

送
さ
れ
た
方
は
１
１
３
人
で
、

そ
の
う
ち
約
74
％
が
65
歳
以
上

の
方
で
し
た
。
け
が
の
原
因
に

つ
い
て
は
、
約
70
％
が
転
倒
に

よ
る
も
の
で
し
た
。

　
転
倒
な
ど
に
よ
る
け
が
を

き
っ
か
け
に
寝
た
き
り
に
な

り
、
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が

高
い
た
め
、
け
が
を
予
防
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
転
倒
の
ほ
と
ん
ど
が
住
宅
内

で
発
生
し
、
居
間
、
廊
下
、
玄

関
、
台
所
で
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
転
倒
し
た
原
因
は
、
滑
る
、

つ
ま
づ
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
家
の
中
を
整
理
整
頓
す
る

・
段
差
は
で
き
る
だ
け
少
な
く    

す
る

・
床
に
電
気
コ
ー
ド
を
は
わ
せ

な
い

・
床
に
物
を
置
か
な
い

・
レ
ジ
袋
、
新
聞
紙
、
広
告
な

ど
踏
む
と
滑
り
や
す
い
も
の

を
床
に
置
か
な
い

・
廊
下
や
洗
面
所
は
明
る
く
す

る
・
廊
下
に
手
す
り
を
つ
け
る

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
3
月
分
）

朝

来
岡岡

下
鮎
川

市
ノ
瀬

生

馬

朝

来

桝
田
　
　
亮

井
澗
　
　
治

平
井
　
忠
良

山
　
凉
子

樫
山
　
米
子

山
際
　
治
男

楠
本
　
　
茂

93
歳

84
歳

92
歳

80
歳

89
歳

92
歳

81
歳

（
亮
太
・
聡
子
）　

（
和
貴
・
加
奈
子
）

（
裕
之
・
優
）　
　

（
優
・
翔
子
）　
　

岩

田

朝

来

岩

田

朝

来

滝た
き
も
と本

　
桜お
う
し士

竹た
け
も
と本

　
朝あ
さ
き紀

髙た
か
ま
つ松

　
　
結ゆ
い

田た
ぶ
ち渕

　
　
晴は
る

前月比
総 数 15,659 人 -71 

男 性 7,490 人 -34

女 性 8,169 人 -37

世帯数 7,545 世帯 -3

上富田町の人口と世帯数
令和6年 3月末現在

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

５
月
17
日
㊎

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎
２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

５
月
21
日
㊋

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
総
務
健
康
安
全
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）
は
、

局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
へ

今
月
の
納
税

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

転
倒
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ど
こ
で
転
倒
す
る
の
？

予
防
す
る
に
は

こんなところに注意しましょう !!

スリッパにひっかかる

マットですべる

広告（紙）ですべる

敷居につまずく

暗くて見づらい

出しっぱなしの
物につまずく

コードに
ひっかかる

田辺市消防本部

YouTube 公式チャンネル

ぜひご覧ください！

整理整頓 !　特に床の上は片付けましょう !
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広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.675

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5 紀南県税事務所　課税課　　☎　0739-26-7937問

●自動車税の種別割の納期限は５月３１日㊎です。
　納期内納税をお願いします。

　お近くのコンビニ、金融機関などで納期内に納付してください。
　納税通知書に印字されているeL-QRを利用して、クレジットカードやスマートフォン
決済アプリでも納付することができます。
　ぜひご利用ください。

●自動車税（環境性能割・種別割）の減免

　身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの
方が使用する自動車は、名義や障害の程度など、一定の要件を満たす場合、申請によ
り、自動車税（環境性能割・種別割）の減免が受けられます。

＜和歌山県からのお知らせ＞

田
辺
偉
人
ゆ
か
り
の
コ
ー
ス
　

約
５.

５
㎞

～
闘
𨿸
神
社
・
扇
ヶ
浜
周
辺
・

南
方
熊
楠
顕
彰
館
等
～

時 

６
月
27
日
㊍

※
雨
天
の
場
合
６
月
28
日
㊎
に

順
延

費 

無
料

集 

朝
来
駅 

午
前
７
時
15
分

　
か
ら
午
前
７
時
30
分
　
受
付

対 

上
富
田
町
に
住
民
票
の
あ
る

20
歳
以
上
の
方

抽
選
で
30
名

申 
住
民
課
保
険
班(

③
窓
口)

５
月
15
日
17
時
15
分
ま
で
に
窓

口
ま
た
は
電
話
に
て
受
け
付
け

ま
す
。

☎
３
４
‐
２
３
７
２

５
月
17
日
に
抽
選
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
電
車
に
乗
っ
て
、
ま
る
で
子
ど
も
の
頃
行
っ

た
遠
足
の
よ
う
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　
よ
く
知
っ
て
い
る
場
所
で
も
、
ガ
イ
ド
さ
ん
と
歩
け
ば
、
新
し

い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
方
、
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

持 

電
車
賃
３
８
０
円
、
弁
当
、

水
分
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
熊

野
古
道
大
辺
路
押
印
帳
（
持
っ

て
い
る
方
）

行
程 

朝
来
駅
発
（
７:

46
）
→

電
車
移
動
→
田
辺
駅
着
→
闘
𨿸

神
社
→
神
楽
神
社
→
植
芝
盛
平

記
念
館
→
南
方
熊
楠
顕
彰
館
→

田
辺
駅
発
（
13:

42
）
→
電
車

移
動
→
朝
来
駅
着
（
13:

50
）

解
散

※
元
気
な
方
向
き
の
コ
ー
ス
で

す
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
負
傷
し

た
場
合
は
役
場
で
加
入
し
て

い
る
傷
害
保
険
が
適
用
さ
れ

ま
す
。（
僅
少
）

問 

住
民
課
　
保
険
班

お
と
な
の
遠
足
in
田
辺 

参
加
者
募
集

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発

行は行えません。

※手続きに必要なものは事前に

　お問い合わせください。

問 住民課 住民・環境班

　 ( ①番窓口 ) ☎４７-０５５０

マイナンバーカード　夜間窓口

時 5 月 9 日㊍・23 日㊍  19 時まで

場 住民課（①番窓口）

内 マイナンバーカードの申請・受取
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更　など

お
と
な
の
遠
足
in
田
辺 

参
加
者
募
集


